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活力あふれる 住みよい長崎！
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交
流
拠
点
施
設
提
案
書
の
概
要
！

　
ご
家
族
お
揃
い
で
健
や
か
な
お
正
月
を
お

迎
え
の
事
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
皆
様

に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
益
々
ご
健
勝
に
て
お
過

ご
し
の
事
と
存
じ
ま
す
。

　

昨
年
11
月
定
例
会
本
会
議
で
田
上
市
長
よ

り「（
仮
称
）長
崎
市
交
流
拠
点
施
設
整
備
・

運
営
事
業
優
先
交
渉
権
者
事
業
提
案
書
」の

概
要
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
基
本
方

針
は
、
長
い
鎖
国
の
間
も
西
欧
と
日
本
を
つ

な
ぐ
唯
一の
窓
口
だ
っ
た
出
島
の
歴
史
を
活
か

し
、新
た
な
結
節
点
と
し
て「
Ｄ
Ｅ
Ｊ
Ｉ
Ｍ
Ａ
」

を
創
出
し
ま
す
。
実
施
体
制
は
、
コ
ン
ベン
シ
ョ

ン
施
設
の
運
営
や
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
実
施
の
豊
富

な
企
業
の
９
社
、
民
間
収
益
施
設（
ホ
テ
ル
、

駐
車
場
、
オ
フィ
ス
ス
ペー
ス
含
む
）は
地
元
企

業
を
主
体
と
し
た
３
社
、
応
募
グ
ル
ー
プ
は

全
体
で
14
社
の
体
制
と
な
っ
て
い
ま
す
。

  

事
業
提
案
・
誘
致
の
基
本
方
針
！

　

Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
事
業
に
お
け
る
主
な
施
設
構
成

は
、
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル（
２
階
）平
土
間

２
，７
２
０
㎡（
３
分
割
可
）、
イ
ベン
ト
展
示

ホ
ー
ル（
１
階
）平
土
間
３
，８
４
０
㎡（
２
分

割
可
）、
会
議
室
、
ぺ
デ
ス
ト
リ
ア
ン
デ
ッ
キ
な

ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。
事
業
費
は
１
４
６
億
９
，

９
５
５
万
６
，０
０
０
円（
予
定
価
１
４
７
億

円
）な
ど
独
立
採
算
で
、
施
設
の
運
営
実
績
が

豊
富
な
Ｐ
Ｃ
Ｏ
に
よ
る
運
営
ノ
ウ
ハ
ウ
と
施
設

の
特
性
を
踏
ま
え
た
イ
ベ
ン
ト
創
出
に
よ
り
、

年
間
の
想
定
開
催
件
数
７
７
５
件
の
61
万
人

の
利
用
者
を
見
込
ん
で
い
い
ま
す
。

　

誘
致
の
基
本
方
針
は
、
閣
僚
会
議
、
国
際

機
関
会
議
、
開
催
意
義
が
あ
る
平
和
、
世
界

遺
産
、海
洋
関
連
の
会
議
、市
民
が
集
う
催
事
、

イ
ベ
ン
ト
、
物
産
展
な
ど
想
定
し
て
い
ま
す
。

民
間
収
益
事
業
は
、Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
施
設
と
の
一
体

的
な
複
合
開
発
に
よ
る「
交
流
と
賑
わ
い
の
拠

点
」を
実
現
し
、
長
崎
市
と
定
期
借
地
権
設
定

契
約
を
締
結
し
て
地
元
企
業
が
中
心
と
な
っ
た

高
級
ホ
テ
ル
事
業（
述
床
面
積
２
０
，０
０
０

㎡
、
客
室
２
０
０
室
、
フ
ル
サ
ー
ビ
ス
型
）や

ビ
ジ
ネ
ス
セ
ン
タ
ー（
オ
フィ
ス
ス
ペー
ス
含
む
）、

駐
車
場
な
ど
の
事
業
を
行
う
と
し
て
い
ま
す
。

  

丁
寧
な
説
明
と
慎
重
な
対
応
が
必
要
！

　

な
お
、
こ
の
交
流
拠
点
施
設
の
こ
れ
ま
で
の

検
討
状
況
や
提
案
書
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
市

民
へ
の
周
知
・
理
解
不
足
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

行
政
の
丁
寧
な
説
明
、
慎
重
な
対
応
が
求
め

ら
れ
ま
す
。
11
月
議
会
で
は
、
所
管
事
項
調

査
と
し
て
環
境
経
済
常
任
委
員
会
で
説
明
が

行
わ
れ
、
本
年
の
２
月
議
会
で
予
算
が
計
上

さ
れ
る
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

本
年
も
皆
様
の
ご
指
導
・
ご
鞭
撻
を
お
願

い
す
る
と
と
も
に
、「
ご
健
勝
・
ご
多
幸
」を
祈

念
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

寒
さ
厳
し
き
折
、
お
身
体
ご
自
愛
く
だ
さ
い。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　
　
　
　

 

い
の 

う
え　
　

  

し
げ 

ひ
さ

　
　

長
崎
市
議
会
議
員　

井
上　

重
久

2021年度併用開始を目指す交流拠点施設（MICE）イメージ

九
州
新
幹
線
長
崎
ル
ー
ト
の
２
０
２
２
年
度
暫
定
開
業

と
な
る
新
長
崎
駅
舎
イ
メ
ー
ジ

編
集
後
記

編
集
後
記

編
集
後
記

編
集
後
記

編
集
後
記

▼
表
紙
の
写
真
は
、
交
流
拠
点
施
設
と
新
長

崎
駅
舎
の
イ
メ
ー
ジ
で
あ
る
。
長
崎
駅
周
辺

再
開
発
を
巡
っ
て
は
、Ｊ
Ｒ
線
を
一
部
高
架
化

す
る「
Ｊ
Ｒ
長
崎
本
線
連
続
立
体
交
差
事
業

（
県
事
業
）」の
完
成
時
期
が
、
１
年
遅
れ
の

２
０
２
１
年
度
に
な
る
こ
と
が
報
道
さ
れ

た
。
こ
れ
に
伴
い
、
移
転
予
定
の
長
崎
駅
舎

を
１
年
長
く
使
わ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
既
存

の
ア
ミュ
プ
ラ
ザ
長
崎
を
残
し
た
上
で
、
隣
に

ビ
ル
を
新
設
す
る
Ｊ
Ｒ
九
州
長
崎
駅
ビ
ル
拡

充
計
画
や
、
現
駅
舎
を
撤
去
し
た
跡
地
に
市

が
整
備
す
る
東
口
駅
前
交
通
広
場（
約
１
万

５
千
㎡
）の
着
工
も
遅
れ
る
見
通
し
と
な
っ
て

い
る
。
こ
れ
以
上
の
遅
れ
と
な
ら
な
い
よ
う
関

係
者
の
努
力
に
期
待
す
る
。

▼
日
本
初
の
西
洋
式
近
代
病
院「
小
島
養
生

所
」遺
構
の
保
存
問
題
で
、
現
地
で
新
た
な

関
連
遺
構
が
発
見
さ
れ
た
た
め
、
追
加
の
調

査
結
果
を
待
つ
べ
き
と
、
学
校
建
設
を
始
め

る
議
案
を
継
続
審
査
と
し
た「
工
事
の
請
負

契
約
の
締
結
に
つ
い
て（
仁
田
佐
古
小
学
校
建

設
特
殊
基
礎
工
事
）」は
可
決
し
、「
遺
跡
の
保

存
と
活
用
に
あ
た
っ
て
は
医
療
関
係
者
の
意

見
を
聴
取
し
、
こ
れ
ま
で
出
さ
れ
た
意
見
な

ど
を
尊
重
し
進
め
る
こ
と
」と
附
帯
決
議
を

付
け
た
。

長崎市議会議員

自　　　宅　長崎市大浜町408
 　　　　　　　865-3553
生活相談室　長崎市水の浦町1-1
 　　　　　　　861-1985
http://inoueshigehisa.net/

ご相談は
お気軽に！

活
動
の
あ
し
あ

活
動
の
あ
し
あ

活
動
の

活
動
の
備
忘
録

備
忘
録

活
動
の

活
動
の
備
忘
録

備
忘
録

活
動
の
備
忘
録
11
月
〜
12
月

基幹労連県本部第15回定期大会
（平成29年11月11日、矢太樓）

中国・中山市人民代表者大会表敬訪問
（平成29年11月3日、中山市議場）

全国市議会議長会研究フォーラム
（平成29年11月16日、姫路市文化センター）

出島表門橋完成記念式典
（平成29年11月24日、出島表門橋公園）

第19回福田ロードレース大会
（平成29年12月3日、長崎サンセットマリーナ）

関連労連長崎地域連絡会第21回総会
（平成29年12月15日、長崎地区本部労働会館）

ラ
イ
デ
ン
市
と
の
姉
妹
都
市
提
携
調
印
式
！

ラ
イ
デ
ン
市
と
の
姉
妹
都
市
提
携
調
印
式
！

ラ
イ
デ
ン
市
と
の
姉
妹
都
市
提
携
調
印
式
！

２
０
１
８
年（
平
成
30
年
）干
支
の
置
物「
戌（
犬
）」

　

長
崎
市
は
、
11
月
24
日
長
崎
市
議
会
議
場
に
お
い
て
ラ
イ
デ

ン
市
長
を
含
め
た
来
賓
を
迎
え
、
長
崎
市
・
ラ
イ
デ
ン
市「
姉
妹

都
市
提
携
調
印
式
」を
執
り
行
い
ま
し
た
。
調
印
式
で
は
、
田

上
市
長
よ
り「
シ
ー
ボ
ル
ト
が
残
し
た
資
料
や
所
蔵
品
の
調
査
・

研
究
の
な
か
で
、
必
然
的

に
交
流
・
友
好
が
深
ま
っ

て
き
た
。
出
島
表
門
橋
完

成
を
機
に
１
０
０
年
先
も

友
好
の
架
け
橋
と
な
る
こ

と
を
願
う
」、
ア
ン
リ
・
レ

ン
フ
ェ
リ
ン
ク
市
長
よ
り

「
オ
ラ
ン
ダ
と
長
崎
は
４
０

０
年
の
貿
易
交
流
な
ど
を

通
じ
友
好
と
調
和
を
図
っ

て
き
た
。
今
後
、
両
市
で

新
た
な
ペ
ー
ジ
を
刻
ん
で

行
き
た
い
」と
そ
れ
ぞ
れ
の

挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
の
干
支
の
置
物「
戌（
犬
）」は
、
雲
仙
市
小
浜
町
の「
よ

ろ
こ
び
の
里
」の
皆
さ
ん
が
製
作
し
た「
親
子
愛
犬
」の
作
品

で
す
。
干
支
の
戌（
犬
）の
特

徴
は
勤
勉
で
努
力
家
、
縁
起

話
は
社
会
性
が
あ
り
、
忠
実

な
動
物
と
言
わ
れ
、
人
と
の

付
き
合
い
も
古
く
親
し
み
深
い

動
物
の
干
支
で
も
あ
り
ま
す
。

本
年
も
ご
健
康
で
幸
多
き
年

で
あ
り
ま
す
よ
う
に
ご
祈
念
申

し
上
げ
ま
す
。



補正総額約31億250万2千円（特別会計含む）、56の議案を可決・同意！補正総額約31億250万2千円（特別会計含む）、56の議案を可決・同意！補正総額約31億250万2千円（特別会計含む）、56の議案を可決・同意！
平成2９年第5回定例会（11月議会）開催！

補
正
予
算
の
主
な
内
容

補
正
予
算
の
主
な
内
容

補
正
予
算
の
主
な
内
容

一
般
質
問（
要
旨
）

観
光
客
受
入
対
策
特
別

委
員
会（
総
括
質
疑
）

観
光
客
受
入
対
策
特
別

委
員
会（
総
括
質
疑
）

観
光
客
受
入
対
策
特
別

委
員
会（
総
括
質
疑
）

◆
職
員
給
与
費…

…
…
…
…
…
…
…
…
 

１
億
４
，５
１
４
万
７
千
円

　

給
与
改
定
に
伴
い
職
員
等
給
与
費
を
増
額
す
る
も
の
。

◆
基
金
積
立
金　

財
政
調
整
基
金…

…
…
…

10
億
７
９
２
万
１
千
円

　

一
般
会
計
の
平
成
28
年
度
決
算
剰
余
金
の
一
部
を
積
み
立
て
る

も
の
。

◆
情
報
シ
ス
テ
ム
推
進
費　

機
関
業
務
系
シ
ス
テ
ム
運
営
費

…

３
，７
５
１
万
１
千
円

　

社
会
保
障
・
税
番
号
制
度
に
係
る
情
報
連
携
に
対
応
す
る
た
め
、

シ
ス
テ
ム
改
修
を
行
う
経
費
を
増
額
す
る
も
の
。

◆
戸
籍
住
民
基
本
台
帳
費　

住
民
記
録
系
シ
ス
テ
ム
運
営
費

…

９
２
８
万
８
千
円

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
等
へ
の
旧
姓
併
記
に
対
応
す
る
た
め
、

シ
ス
テ
ム
改
修
を
行
う
経
費
を
増
額
す
る
も
の
。

〈
否
決
さ
れ
た
議
案
〉

◆
第
１
２
１
号
議
案「
長
崎
市
事
務
分
掌
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
」を
否
決
！

　

改
正
の
概
要
は
、
市
長
直
属
の
組
織
で
あ
る
秘
書
課
を
総
務
部
へ
、

広
報
広
聴
課
を
企
画
財
政
部
へ
移
管
す
る
内
容
で
あ
り
ま
す
。
10
月

１
日
付
け
行
政
サ
テ
ラ
イ
ト
再
編
で
組
織
の
抜
本
的
改
正
で
ス
タ
ー
ト

し
て
い
る
な
か
で
、来
年
４
月
１
日
付
け
の
組
織
改
正
案
で
あ
る
こ
と
、

質
疑
の
中
で
市
長
直
属
か
ら
部
へ

配
置
す
る
こ
と
に
対
す
る
メ
リ
ッ

ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
を
求
め
た
が
、

理
解
に
苦
し
む
も
の
が
あ
り
ま
し

た
。
具
体
的
事
例
を
あ
げ
て
の
説

明
不
足
、
組
織
改
正
に
お
け
る
効

果
・
成
果
の
検
証
不
足
、
市
議

会
へ
の
説
明
不
足
な
ど
指
摘
す
る

と
と
も
に
、
今
後
、
庁
内
の
十
分

な
連
携
を
図
る
こ
と
を
要
請
し
否

決
し
ま
し
た
。

総
務
委
員
会
報
告（
要
旨
） 

12
月
６
日
〜
11
日

　

平
成
29
年
第
５
回
長
崎
市
議
会
定
例
会
は
、
11
月
27
日
か
ら
12
月

14
日
ま
で
の
18
日
間
の
日
程
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
補
正
予
算
の
概
要

は
、
一
般
会
計
の
平
成
28
年
度
決
算
剰
余
金
を
積
み
立
て
る
財
政
調
整

基
金（
10
億
７
９
２
万
円
）、
が
ん
ば
ら
ん
ば
長
崎
市
応
援
寄
付
推
進
費

（
１
億
５
，８
９
２
万
円
）な
ど
一
般
会
計
補
正
予
算
24
億
５
，８
５
５
１

万
円
や
、
介
護
保
険
事
業
な
ど
特
別
会
計
補
正
予
算
６
億
２
，９
１
３

万
３
千
円
、
公
営
企
業
会
計
補
正
予
算
１
，４
８
５
万
円
の
総
額
31
億

２
５
０
万
２
千
円
が
上
程
さ
れ
可
決
し
ま
し
た
。

　

条
例
改
正
で
は
、
長
崎
市
企
業
立
地
の
促
進
に
よ
る
産
業
集
積
の
形

成
及
び
活
性
化
の
た
め
の
固
定
資
産
税
の
課
税
免
除
に
関
す
る
条
例
の一

部
改
正
、
世
界
文
化
遺
産
候
補
で
あ
る「
長
崎
と
天
草
地
方
の
潜
伏
キ

リ
シ
タ
ン
関
連
遺
産
」の
構
成
資
産
が
存
す
る
外
海
地
区
に
お
け
る
景
観

の
保
護
を
図
る
景
観
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
な
ど
可
決
・
同
意

し
ま
し
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、「
長
崎
市
事
務
分
掌
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
」

は
否
決
さ
れ
、「
長
崎
市
の
小
島
養
生
所
等
遺
跡
の
完
全
保
存
に
関
す
る

住
民
投
票
条
例
に
つ
い
て
」も
、
議
長
を
除
く
記
名
投
票
の
結
果
、
賛
成

７
、
反
対
31
で
条
例
案
を
否
決
し
ま
し
た
。

　

琴
海
地
区
防
災
行
政
無
線
戸
別
受
信
機
の
撤
去
に
反
対
す
る
請
願
に

つ
い
て
、
長
崎
市
社
会
福
祉
会
館
の
早
期
建
替
え
を
求
め
る
請
願
に
つ
い

て
は
い
ず
れ
も
採
択
し
、
議
員
提
出
の
核
兵
器
禁
止
条
約
の
署
名
・
批

准
を
求
め
る
意
見
書
は
可
決
し
ま
し
た
。

◆
河
川
等
維
持
管
理
費

…

５
，０
０
０
万
円

　

銅
座
市
場
の
ス
ラ
ブ
崩
落
に
伴

い
、
河
川
内
の
が
れ
き
等
の
撤
去
並

び
に
今
後
、
危
険
性
の
高
い
ス
ラ
ブ

及
び
建
物
の一部
を
撤
去
す
る
経
費

を
増
額
す
る
も
の
。

◆
が
ん
ば
ら
ん
ば
長
崎
市
応
援
寄

附
推
進
費

…

１
億
５
，８
９
２
万
８
千
円

　
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
に
よ
り
実

施
し
て
い
る「
が
ん
ば
ら
ん
ば
長
崎

市
応
援
寄
附
金
」の
受
入
額
の
増
が

見
込
ま
れ
る
た
め
、
謝
礼
品
等
に

係
る
経
費
を
増
額
す
る
も
の
。

◆
国
・
県
支
出
金
等
返
還
金

…

５
億
３
，９
５
０
万
４
千
円

　

過
年
度
事
業
費
の
確
定
等
に
伴

う
国
・
県
支
出
金
返
還
金
。

◆
就
労
継
続
支
援
金

…

１
億
２
，３
７
０
万
２
千
円

　

利
用
者
数
の
増
加
な
ど
か
ら
当

初
の
予
定
を
上
回
る
も
の
に
つ
い
て

増
額
す
る
も
の
。

◆
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
給
付
費

…

１
億
３
，４
４
１
万
円

　

利
用
者
数
の
増
加
な
ど
か
ら
当

初
の
予
定
を
上
回
る
も
の
に
つ
い
て

増
額
す
る
も
の
。

◆
企
業
立
地
推
進
費

…

１
，３
９
２
万
８
千
円

　

誘
致
し
た
企
業
が
新
た
に
行
う

施
設
整
備
に
対
し
奨
励
金
を
増
額

す
る
も
の
。

◆
公
民
館
施
設
整
備
事
業
費

　

出
津
地
区
公
民
館

…

５
，１
８
０
万
円

　

出
津
地
区
公
民
館
の
移
転
先
と

し
て
、
外
海
子
ど
も
博
物
館
の
用

途
を
廃
止
し
、
改
修
す
る
も
の
。

◆
企
業
立
地
奨
励
補
助

…

４
，０
９
６
万
５
千
円

　

誘
致
し
た
企
業
が
新
た
に
行
う

施
設
整
備
及
び
雇
用
に
対
す
る
奨

励
金
に
係
る
も
の
。

等
が
集
中
す
る
10
の
重
点
エ
リ
ア
に

つ
い
て
、
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
と
な
る
施

設
や
公
園
、
道
路
等
の
照
明
を
整

備
す
る
こ
と
で
、
多
く
の
観
光
客

に
長
崎
の
夜
の
街
歩
き
を
楽
し
ん

で
い
た
だ
き
、
宿
泊
滞
在
型
観
光

の
推
進
に
繋
げ
て
い
き
ま
す
。な
お
、

軍
艦
島
や
出
津
教
会
に
つ
い
て
は
、

３
か
年
の
整
備
事
業
を
検
証
し
、

そ
の
後
の
検
討
と
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

質　

問
：
夜
景
イ
ベ
ン
ト
の
現
状
及

び
今
後
の
街
の
灯
り
を
活
か
し
た
イ

ベ
ン
ト
の
考
え
方
は
？

回　

答
：
夜
景
等
を
生
か
し
た
代

表
的
な
イ
ベン
ト
は
、
ま
ず
、
長
崎

ラ
ン
タ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
あ
げ
ら

れ
ま
す
。
ま
た
、
長
崎
帆
船
ま
つ
り

に
お
い
て
も
、
開
催
期
間
中
は
毎

日
、
帆
船
を
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
す
る
こ

と
で
、
ベ
イ
エ
リ
ア
の
夜
景
の
魅
力

を
向
上
さ
せ
、
多
く
の
来
場
者
を

誘
客
し
て
い
ま
す
。

　

長
崎
夜
市
で
は
、
中
島
川
界
隈

を
提
灯
で
灯
し
、
長
崎
駅
か
ら
グ

ラ
バ
ー
園
を
結
ぶ
ベ
イ
サ
イ
ド
エ
リ

ア
を
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
で
結
ぶ「
光

の
ベ
イ
サ
イ
ド
」と
い
う
民
間
を
中

心
と
し
た
取
組
み
が
広
が
り
つ
つ
あ

り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
イ
ベン
ト
は
、
交
流

人
口
と
宿
泊
客
の
拡
大
に
寄
与
す

る
も
の
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。
長
崎

市
と
し
て
も
情
報
発
信
や
Ｐ
Ｒ
な

ど
の
協
力
や
連
携
を
行
い
、
後
押

し
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

質　

問
：
長
崎
市
版 

Ｄ
Ｍ
Ｏ(

観

光
地
域
づ
く
り
推
進
法
人)

の
人
材

確
保
、
財
源
確
保
の
考
え
方
は
？

回　

答
：
人
材
の
確
保
に
つ
い
て
は
、

経
営
責
任
を
負
う「
ト
ッ
プ
人
材
」

や「
経
営
戦
略
を
立
て
、
効
果
的
に

事
業
を
執
行
す
る「
専
門
人
材
」と

い
っ
た
、「
プ
ロ
」人
材
を
確
保
し
、

権
限
と
責
任
を
明
確
化
す
る
こ
と

が
不
可
欠
で
す
。
人
材
確
保
の
手

法
は
、
外
部
人
材
の
登
用
や
民
間

か
ら
の
出
向
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
ら
の
人
材
は一
時
的

に
確
保
す
れ
ば
よ
い
と
い
う
わ
け
で

は
な
く
、
既
存
の
人
材
が
、
優
秀

な
人
材
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
吸
収
す
る
な

ど
、
育
成
に
も
注
力
す
る
こ
と
が

重
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。　

　

財
源
に
つ
い
て
は
、「
事
業
収
益
」

や
会
費
収
入
、
指
定
管
理
者
制
度

の
活
用
な
ど
で
、
可
能
な
限
り
自

主
財
源
の
創
出
を
め
ざ
す
こ
と
が

重
要
と
思
わ
れ
ま
す
。
長
崎
市
版

Ｄ
Ｍ
Ｏ
が
、
継
続
的
で
安
定
的
な

運
営
を
行
っ
て
い
く
た
め
に
は
、
自

主
財
源
創
出
の
取
組
み
と
併
せ
て
、

行
政
か
ら
の
補
助
金･

委
託
事
業
の

受
注
、
さ
ら
に
は
、
宿
泊
税
な
ど

の
法
定
外
目
的
税
な
ど
、
様
々
な

手
段
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

質　

問
：
世
界
遺
産
関
連
の
施
設（
軍

艦
島
、
出
津
教
会
）や
公
共
施
設
・

公
園
等
へ
の
ラ
イ
ト
アッ
プ
の
設
置
の

今
後
の
考
え
方
は
？ 

回　

答
：
平
成
29
年
５
月
に
策
定

し
た「
環
長
崎
港
夜
間
景
観
向
上

基
本
計
画
」に
基
づ
く
、
夜
間
景
観

の
向
上
の
取
組
み
に
つ
い
て
は
、
国

の
景
観
ま
ち
づ
く
り
刷
新
支
援
モ

デ
ル
事
業
を
活
用
し
、
今
年
度
か

ら
３
か
年
の
年
次
計
画
で
、
遠
景

及
び
中
・
近
景
の
両
面
か
ら
夜
間

景
観
の
向
上
に
取
組
み
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、遠
景
に
つ
い
て
は
、

稲
佐
山
等
の
視
点
場
か
ら
見
る
斜

面
市
街
地
や
水
際
の
整
備
を
、
中
・

近
景
に
つ
い
て
は
、
夜
景
観
光
施
設

住民投票条例（案）を提案する
（平成29年12月12日、本会議）

平成29年長崎港クルーズ船入港数260隻目の
ノルウェージャン・ジョイ（平成29年12月18日、松ヶ枝岸壁）

出津教会堂


